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目的：前編の目的・方法のもとに、本報告では居住者・住宅の手入れ・価格の変化･地価

高騰に関する意見についてまとめた。

＊　居住者の変化として交替の状況を見ると, 1 0年間（特にここ2 . 3年〉に中古住宅
を購入して入居した者が世田谷で1 ／3、板橋で１／４あり、その他借家・社宅が数件と

なっている。世帯主年齢は、住み続けている●は４０才｡台後半から５０才台前半が多く、

世帯人数は４人が最も多いが、５０才以上に夫婦のみ等少人教化が見られる。新たに中古

を購入して入居して来た層は、３０才台後半が最も多く相対的に所得は高い。

＊　住宅の手入れに関しては、各6 5 %が何等かの形で補修を行っている。最も多いのは

外壁の補修であり、ついで風呂、その他内壁・屋恨・とい・トイレ等となっている。増改

築はほぼ７ねん目位から台所・居間の拡張、子供室、テラスの一鄙のほかトイレ・風呂･

収納空間となっている。件数は多くないが家族の変化に対応する空間が主となっている。

＊　住宅価格の変化に関してみると、当初からの居住者があげている額は、1 0年前の平

均額と近い金額( 2000万円前後から3000万円弱）になっているが、5 5年以降の購入者で

記入のあったものの内世田谷に例をとると、一種住専で平均7775万円、二種住で4650万円

と２～３倍になっている。最低・最高の価格差は前者で　11000万、後者で2700万円である。

＊　地価高騰に関しては、現住宅の売却価格の見当を当初価格の3倍強（9000万円台が多

い）であげているが、その８割弱が今後の値上がりを期待できないとしており、また地価

高騰についで困る”他否定的な意見の方が多かった。
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◆目的◆　最近の住宅平面は従来の公私室型の枠を超え- 多様な展開を見せている。しか

し一方で、モデル住宅等では内装デザインの個性の強さに関わらず、空間構成上の面一性

を感じさせる。この考察ii; ,住宅メーカーの最斬プラｙの図上分析による特性把握と既存

プランとの対比から平面構成要素の抽出を試みようとするものである。

◆方法◆　大手プレハブメーカーが人気が高いと判断しfz rラ｡ン13種と、阪神間の女子短

大生から採取した自宅平面図　261種を対象とした.調査実施は前者が1988年11月、後者が

1987年７月である。後者に対しては併せて住み方調査を学生・母親・父親に笑施している。

◆結果◆　①居室の構成　一階2公室の内、１室は必ず和室として確保さ｡れているが、二

階に和室を設けるプランはほとんどない。一階の和室と洋室は分離型と続き間型に二分さ

れるが、これは居室配列が左右分離型か採光面並列型かに影響されている. ②動線の処理

玄関* ールと一階各室の動線は循環型が多く、特に水回り空間を通過するものが多い。こ

れはfH-DK-^L^H」といった住み方需要の高いことを示している、③L D Kの構成

プラン上はL D KとD Kが多く、食事とだんらんの一体的住み方の定着が認められる. S）

既存プランとの比鮫　動線処理では分離型が多く、循環型でも居間通過型･が中心である。

またL D Kの構成ではD Kフ’ランが中心であるが、住み方ではL D K -fl:が進んでいる。更

に吹き抜けやL D K室でのカウンターの導入は既存プランでは少ない。

　以上, ft近の住宅平面は幾つかの構成要素によって定型化のIf 向を示しはじめているこ

とや、既存住宅のプランとかなり異なる面の多いことが指摘できる。


